
Ⅰ 背景・目的

本研究では、観光業のさらなる発展を促進するため、外国人観光客が増加する要因を特定することを目的とする。
特に、旅行を目的とした比較的長期間の滞在をする外国人観光客、すなわちインバウンド観光に焦点を当てることにした。
研究方法は、外国人観光客数の増加率を目的変数とし、目的変数に影響を与える変数を探索し，重回帰分析を用いて予測モデルを構築する。
さらに、構築したモデルの予測値の有効性を検証し、観光業の戦略策定に向けた提案を行う。

Ⅱ 収集データと相関行列

目的変数 データ収集元

2010-2019　47都道府県の外国人観光客増加率 国土交通省：観光統計

説明変数 データ収集元

①1人当たりGDP(100万円) 総務省統計局：都道府県民経済計算

②完全失業率(%) 総務省統計局：労働力調査

③総面積あたり人口密度(人/km^2) 総務省統計局：国勢調査

④可住面積あたり人口密度(人/km^2) 〃

⑤1人当たりの県民所得(100万円) 総務省統計局：都道府県民経済計算

⑥可住面積1km^2あたり旅館営業施設数(個) 観光庁：宿泊旅行統計調査

⑦旅館施設数に対する客室数(個) 〃

⑧人口千人当たりの刑法犯罪発生件数 警察庁：犯罪統計

⑨多言語対応の観光案内所の数(可住面積1km^2あたり)(個) JNTO：「JNTO認定外国人観光案内所」認定件数

⑩訪日外国人消費単価(円/人) 観光庁：訪日外国人消費動向調査

⑪〃平均泊数(日/人) 〃

⑫滞在目的「レジャー・観光」の割合(％) 〃

⑬訪日外国人消費単価(円/人)(滞在目的「レジャー・観光」) 〃

⑭〃平均泊数(日/人)(滞在目的「レジャー・観光」) 〃

⑮人口1万人当たりの留学生受け入れ数 日本学生支援機構：外国人留学生在籍状況調査結果

⑯県観光連盟公式インスタ投稿数(件) 独自調査(2024/08/03時点)

⑰〃インスタフォロワー数(千件) 〃

⑱〃X総投稿数(千件) 〃

⑲〃Xフォロワー数(千人) 〃

収集データ 相関行列

Ⅲ データの加工

標準化を行う

主成分分析を行う

Ⅳ 主成分×重回帰分析

①説明変数の単位・データの規模が
全く違うので比較困難

②多重共線性が複数見られ、
各々変数を増減させる分析は煩雑

① 主成分得点より6つの因子の抽出

変数が非常に多いため、主成分分析を行うことにした。
主成分因子は、固有値が1.00以上かつ累積寄与率が75％以上
(右表)を基準にし、6つの因子を抽出した。
（ここでは主成分１, 主成分２, …主成分６とする）

② 重回帰分析 [47都道府県と上位12県]

上位12都道府県47都道府県

目的変数の
四分位範囲で

第三四分位数より
大きい12個

有意水準5%として変数減少法を用いて、
目的変数に影響を与える説明変数を選定した。

▼
▼

係数 P-値

切片 -3.3×10 1.0

主成分３ -0.32 0.00

下表より外国人観光客数増加に影響を与える
説明変数は「主成分３」の1つに定まった。

以上の理由より「主成分３」を

「観光・雇用促進連動因子」と名付ける

←左図は主成分３の主成分負荷量
影響大(絶対値>0.30)は②⑪⑫の3つ

②完全失業率(負)
…雇用が活発で、

経済が活性化していることを示唆

⑪訪日外国人平均泊数(正)
…滞在期間が長いほど

観光消費の増加が見込まれる
→地域経済に直接影響を与え、

経済の活性化に寄与するはず

⑫滞在目的レジャー・観光割合(負)
… 滞在目的

「レジャー・観光」負荷率が負
⇔滞在目的「ビジネス」が多い

→ビジネス拠点が豊富
経済が発展していると示唆

▼
▼
▼
▼

主成分3

① 0.22

② -0.39

③ 0.00

… …

⑩ -0.09

⑪ 0.42

⑫ -0.56

⑬ -0.27

… …

⑲ 0.16

P値が0.05を下回る変数がなかった

Ⅴ 最適モデル構築・展望

収集した19個の説明変数の中には
上位12都道府県の外国人観光客増加

要因と考えられるものはなかった

説明変数の収集が不十分であったか

47都道府県の観光客増加率に
「観光・雇用促進の連動変数」が
非常に大きな影響を与えていた

上位12都道府県に対しても
【経済】や【観光消費動向(観光業)】
に関するデータが影響を与えている

可能性があると予想

▼
▼

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱ ⑲ 目的

① 1.00

② -0.30 1.00

③ 0.54 0.10 1.00

④ 0.55 0.09 0.99 1.00

⑤ 0.92 -0.29 0.67 0.69 1.00

⑥ 0.44 0.28 0.59 0.63 0.50 1.00

⑦ 0.28 0.15 0.66 0.64 0.32 0.12 1.00

⑧ 0.11 -0.16 -0.09 -0.08 0.09 -0.10 -0.15 1.00

⑨ 0.56 -0.08 0.67 0.71 0.66 0.69 0.33 -0.01 1.00

⑩ 0.29 0.36 0.52 0.47 0.30 0.42 0.40 -0.17 0.18 1.00

⑪ 0.10 0.00 0.13 0.08 0.12 -0.06 -0.03 0.04 -0.17 0.52 1.00

⑫ -0.28 0.16 -0.23 -0.19 -0.34 0.08 0.01 -0.18 0.07 -0.23 -0.80 1.00

⑬ 0.24 0.40 0.45 0.41 0.22 0.47 0.42 -0.26 0.23 0.91 0.18 0.12 1.00

⑭ 0.13 0.26 0.26 0.20 0.15 0.21 0.15 -0.22 0.02 0.84 0.66 -0.31 0.72 1.00

⑮ 0.59 0.18 0.63 0.67 0.64 0.56 0.50 -0.14 0.59 0.41 0.05 -0.13 0.39 0.18 1.00

⑯ 0.03 -0.07 -0.05 -0.07 0.04 0.03 -0.12 -0.02 0.06 -0.06 -0.13 0.15 0.00 0.03 -0.08 1.00

⑰ 0.02 -0.14 0.03 0.03 0.02 0.04 0.09 -0.03 0.04 -0.08 -0.11 0.09 -0.05 -0.06 0.04 -0.13 1.00

⑱ -0.10 0.10 -0.06 -0.02 -0.10 -0.01 0.02 -0.02 0.05 -0.01 0.04 0.01 -0.04 0.08 0.05 0.00 -0.03 1.00

⑲ 0.20 -0.08 0.53 0.51 0.18 0.23 0.25 0.03 0.16 0.26 0.20 -0.29 0.16 0.11 0.07 -0.03 -0.01 0.18 1.00

目的 -0.30 0.21 -0.07 -0.05 -0.27 0.21 -0.03 0.01 0.01 0.12 -0.23 0.47 0.31 0.13 -0.06 -0.01 0.02 0.06 -0.14 1.00

多重共線性が疑われる説明変数が多い
変数減少を繰り返し、重回帰分析を
複数回検証すると考察が複雑化する

外国人観光客増加の要因を見出すための
主成分回帰を用いたモデル構築

どのようなデータで関係がみられるか

47都道府県と増加率上位12県を比較し
増加率が大きい都道府県がもつ

特徴的な増加要因を特定できないか

▼
▼

◎モデル構築と考察

最適モデル式

外国人観光客増加率
＝－0.32×【観光・雇用促進連動因子】－3.3×10

○ 決定係数R²＝0.22 重決定係数R＝0.47
⇔ 有意水準5％まで変数を減らす過程で、

モデル式の時に補正R２値が最大値

絶対的な強い相関は考えにくい

⇔ 本研究で作成可能な全回帰式に対しては

相対的な相関の強さを持つ

◎今後の展望

説明変数では不十分
どの観点のデータが要因特定に有効か

47都道府県の観光客増加要因
「観光業と経済活性化の相関性」あるいは、
その主成分の負荷率が大きい⓶⑪⑫から想定は可能

①【地域のビジネス拠点、施設数】

根拠：② 完全失業率 ⑫訪日目的『観光・レジャー』

理由：完全失業率が低い都道府県は、
産業が活発で雇用が充実していることが示唆

特に、大企業や多国籍企業の本社・研究開発拠点
が集中する地域では『観光・レジャー』でない、
『ビジネス』目的の訪日客が多くなると推測

②【滞在型観光資源の数】

根拠：⑪訪日外国人平均泊数

理由：長期滞在が見られる地域には、滞在型の観光資源で
ある温泉地、リゾート地、ゴルフ場等が豊富と推測

(これらの観光資源は観光客の長期滞在理由になりうる)

○上位12都道府県の外国人観光客増加要因特定に関して

○SNS利用の可能性について

（相関行列より一部抜粋）

Instagram・X の各総投稿数,フォロワー数と目的変数 間に相関がない。

この結果は、多くの都道府県の公式アカウントが十分な影響力を
持っていないことを示唆している可能性がある。
近年の観光業界におけるSNSマーケティングの重要性を考えると、
SNSプロモーションの戦略や運用方法についての検討が必要である。

⑯ ⑰ ⑱ ⑲

目的変数 -0.01 0.02 0.06 -0.14

-16

-16

19の説明変数となる候補から探索する 変数間の関係をみる




